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V  !-■■ わa   リ メ ー タ-   r- J- 1  4   力ヽ S の 放 熱-iri＝ 姉 す?  媛 班 泌 奮M- I--･局

の 影 響

ヤ大零政　〇嘸児烏芙　登倉尋変

目的-･ 今 回蕩 々n 、 今｡ｶヽ ５ の 放 熱 量1 直 捧 測 定 で*   5 直 悴 八 ンド'17  ロ リ ヌ-   タ ー 乞製 作

し。 以- こ の 争項I-  っ い て慨 験t  柵 、 た 。手 ほ永 を 藤・ 表 面雄<r, 5  'A  を 占 め3   r- す* ■ I ヽヽ ヵヽ ･

極if) て血 疵t  ・ 変 北 がA  き ヽヽ ↑lこめ 体 温 詞 節上 重 単 な役 割t  莱t  しt    ヽ、5    .  そz    で ■-   。 合力ヽ

s の 放 熱 量 □)勿 ふん& 。) に 対 ト　 手 周回') 局 所 の 追及t  撲 娩 法 皮 ヵ＼" r のi｀ つな影 響t  与 え

３ の ヵ` t  n  o  リ メ ー9 － t 同 ヽ｀7  S!l だ レ　#  の 皮ﾉr  逼 、 全 身皮ﾉf  温 、 直 腸 藻v: り 相 互 の肉

^ik I--っ ｙヽ て 比戦 挾 對in りt-   。

ち 法'm 粛 々 ヤ 子 夕名 豊明 ヽヽ マ.   殲 虎 逼皮 を ＼3'C   、IS"C    ,   μ ゜(、 フa   リ メ ー9 一 内・ 逼

度 包10 'C｡　20 *c ,  1^'いr. 似 定I  I  れr  れ り 条 件 の組Ti  脊･哺 で` 、 ノ乃 の滞 験 暑1-- ワ て?  通 り

の 哭験4  行 。 在. 減 験;l  ロ 持 雇 覆 学 齢i  K  リ.    そ れ らh  。-A 度 に 設 だ 七 れ た セロ')  メ ー タ

-  内 に 声 手 昔神XS 芝 に 回 時 に 朝 ・ コ ン ス タ ン ヲ シ熱 電対r-  3- り 直 腸 温 、to  ヶ 所 戊/!  瓊

( 前 額 、 前島 、 手 考(左幻 、手 掌体 尚 、胸 、 大 腿 、下 随 、 足 膏)   乞 漣 跳 測芝I  ■   か こ、 時 問

経 過 に屏 、7  局 所 疋 が 知 幹 柿 。濠 玲 慄り 大遺 懲 。ア ン ケ ート 到j  ,   託.  測 勉 ロ わロ リ*    -

タ-  内)-. ;6 4  ?  神 入そ 、 を 身 の皮 曾羞 μ 勉申 玖 娼 ＼こ 巧3  i 刊 い 托 。

劫 集 ■. --

少t  づ　. 飛 地 浪)?  'c 、 即'c K  お>ヽin,    ヵv リ メー タ ー内 の 温ﾉf  が/ グ('^  叫n  最 大r.  享づ

.  μ' ご に?  'c の問 ＼-. n  肩 夷 嗜%  p  涛 ぶ れn  ヵヽ 、 や 、 カロ リ ヌ= タ ー 刃 め逼^  r. ｳ ヵヽヽ わ5  ず

M 衝 峰 以 丿二雇･^  ?  ^ 奴 熱 量m 偉i･ﾛf-^-i^ 向i 不1 杞-  ?  た 殊 庇7& な･ご、/ 八 、 ヵ ・ リ メ ー

1 ー 内 の涵ﾉ有力＼' 10 'c の時 の り直 腸 温 の降r' ヵヽ ･み9  飢 托 。
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くフ下の保遺効果に聞する研乾
-一 被覆面積・恚いﾚＵこる人体良廣温への影響一
共立七尺家政　〇毅 れヽ富隻子　神山児三

目的 雇 べの温帆 布件 下 で,  たP^ti</＼火直 に暮ら す自i 、仕 環遺 や衣縁 の着 用状能ii 隻 寥

な 因 子とな ら。特 に 頭 寒 足熱 ビいわれ るJi うに 、足部 を研､->lする-  と 、あ るいIt, 局所

を暖 め ることは、寒 冷環 還 下[I お い て効 累的 であI  :. と が認 めらHi い る。

そこでヽ今回 は､、くっr  を と りょ げー’、 その被 覆面康 を,   シ。 －ト ノッ  7   フ、;    ^^ ン7" ー

り/ 、7  刄,   ノヽ イ ノヽ■･/   7 A  と変 化 さ せる こt  にょ') 、 ん体 生理 レｔ とし て皮膚 温 にt' のX

うな影響t 与 えi. ヵ` 、片 討 を試 みに

･H 蔵　 健 康な女 子戈^3  鳶 乞被 験着 とレ ん^ 気候 室内 。環 境温 を,    ?・･C→25 °Cう2 ，･C

→| り゜C→[･'c  ど バO 分聞に いc ずつ下降 させて、裸 足、 ショ- ト ソッ7  入、^? シr- ﾄ’゙

ソ", 1  %  、Iヽイソッ ワス（3 種 とt 綿100 ％）の^■鰍件 に おけ る、 皮膚藻 、プレ午 又^T ラ

ム;      治r    温、ぐ つT  肉 の露点､遺良t  測 衆し、 全 身、局所 の温湾感 など を申告 してもらっ た

着 敗 杖略 μこ、く つ下 を除 いｌ 約 θ。7 do    k し 、被験希I- lょ。同一(T)  % のを蕩 用さit た。

皮膚表 の劃定却 位｛±、 平均皮膚逼(.13 后､渚)   の-;|･漢 え ら 膝,     足先 、鐘 、指 兇 めり&､ と

脚部 のら 汝 であ るご 足 三ｌ ヽ 三陰 交,   涌 泉・3  鳶､リ ロ丸、20 箇所 としr--。　　 ニ

飾 系　1.　 く つ下 の奈良覆 面康t 備 す に畔 い、 各逞 環条件 におけ るそ均 床膚 温 は上昇 しμ

2. 大腿 、膝 では 。くっ 下着 用 によi  艮膚ゑ の豪化 に3+ られ ず、足 債、 足先、 練 、涌 泉､.

その効 果 が認 め られr--.   3.  T 腿 、三里、三陰 交 では、被 覆面積 が`備 寸ごとに.   それ ら の

良膚県 が上 昇 レ. Ξ残 欠 にお いて最 も その佩 旬が 大 であ 、た.    If　よ一眼.  肩甲 骨T･'ft .    腸

骨 複 、前 腕 でも、 人-? 下・被 履 面積 備 加と旅 二 皮虜 底 包ふ昇 ぐ1*; ろ蜻 向 がうA びヽ われμ


